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長野縣上伊部鉱由マンガン鉱床調査報告
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・　　要　 旨．

　昭和24年12月2一月より2月聞，長野県上伊那郡

、　辰野町半伊那鉱山のアシガン鉱床中，主要鉱床の南鉱体

　を調査した。『本鉱床は粘板岩・チヤ｛ト・珪岩を母岩と

　，1する熱水性6交代鉱床そある。主要鉱床はN20。Eの方・

覗暢より鑓雛路一醐鑑与鉱石積込場㌧

トラツク→辰野駅

　4km
　　　　＼　　　　3・湯、箪　　　　 ・

、

1、

　　　　　　　　の　本館山区域は唐木沢鉱山の一部であづたが，減区によ

って廃棄されたのを，大正元年井上名月氏が再び舘区を

設定した。未開発の儘昭和1β年1α月現鉱業権者に移

され・昭和17年7月麟を開始して可ゆ鉱体を探掘レ

たが，昭和20年8月になり，探掘に行詰り探鉱朕態に

入つた。昭和21年になり大生坑よりの切車6によφ南

の鉱休に着鉱して，再び操掘を始めて現在に及んでいる。

　　　　4．地　 形

　本鉱離脚川錬岸にあつて・横馴獣寵川との
・合流点の北東方の丘陵地を占めている。附近の横川川の

、谷幅は300m以上にも拡がつているが，一谷斜面は比較

的急である。然し丘陵地内は珪質の岩石急崖をなす外は

離約250m延びている・その南牛糸勺80mの部分雌廠蝦鳳筋る．姓坑卯に於て朧救較膿
向N2・。W・傾斜W40。解500の2つの断醐に胚胎し富働る．

ている北孚ξは’団・。Wの方向の断暦によつて繋　、1．』　一…　　　　4
れている・鉱石ゑ構成するマンガン鉱物は・覧主にテフ．ロ　　　　．，，』　　　5』地　　　・質

右，げ菱マンガシ鉱，パラ輝石で，ある。主要鉱床の探掘は　　　・
行詰りの維である．主要鉱床をこ関して繭の断暦の西域丙の膿也の地質1紐して古生摩あ？儲版

側を翻ることカ§藤ある．姓坑第報の南の轟硬鵬チヤート・珪岩專によつ備成さ棒古

　　　　　　　　　　　　生層はN209～40。の方向に・延びており・その間の断
鉱床については，その下部を探鉱すべきであるが期待が

楓L帆　　　 、し．，∵　脚木略2方向に分けられる・一つは古醤の傾斜方向』

　　　　　　　　　　　　に延び，他は南北に近い方向に走つている。後者の方が，
　　　　　　　　　　　　後隼のものと推定され・・マンガソ鉱床と密接な関係をな‘
　　　　F1趣・区　　　　縄ののようである．古生渤餉に帝な紐騨
’躯登鰭号長騨探掘128の乙　』　｝構多く，粘板岩，チヤートの類はよ鱒轍つぐ．

．鉱　　種マソガソ
　　　　　　　　　　　　る。，鉱業権者・石川県江沼郡木聖寺町本町、20

　　　　　　　　　大家鉱業厨　’…　　佳鉱　庫・
　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　本鉱山のマンガン鉱床は古生層の粘板岩，・チヤ，［ト，
　　　　2・鐸砂交通・．．．．・珪岩溺岩とす繊雄鮫代鉱敵，その麗は珪

現場の倖置r・∵長野県上伊那郡辰野町辰野字唐本沢　［し化』絹雲母化，矛、辱土化の諸作用を受け，微躬魯はあるが

　　　　　・檎（麟駅の＃東3km〉・櫨石化師われている諏鉱離N2・。E・筋向に約

、現撫勝融郷轟弗』’募鼎菰麟雛辮謙誕
嚇床部』一’： ▽　　・1・び西1ご約4・。傾く断層・その隷，N2岬の方向疏・

　　㌧ 、　♂「、’．’一’75｛（256）』，・　冒　“ 8
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第1図，上伊那鉱山附近地質鉱床り図

り，西に約50。傾く断暦がある。後者の断暦が鉱床を

南北の二つに分けて・互に垂直にして十数mΦ喰逗いが
『
あ

る。鉱床Q南の部分は此φ二断暦闇に狭まれ，N20。E
F
の
方 向に葬びて・目下稼行中の部分である。雌の部分は

大部分探掘済となり，坑内に崩壊する所炉多く，その状

況を明．らかにずることが出來なV・。　一

　南の部分の主要部は第二中段及び第三中段に於て操掘

される・第三中段で騰体極めて緩傾斜も高濁Om・

、癖15m猿50m，曝鱗をつく幣

　第三中段の下6mの窮二中段に於ゼ着鉱する鉱依は，

北押及び南押によつて追跡される2鉱体である。北押の

部分は延長35mで，北牛部はN20。Wの断暦に澹V・・

北引立附近に於て鐘幅約4mの膨大部があ軌同引立

では鐘幅が挾くなり母岩との境不明瞭と，なる。南牛部は

母岩の贋理面；澹v・，鐘幡1～2血で，南引立では鐘幅

が狡くなり，母岩との境が不明瞭となるb叉その’下6m

坑内に露われる鉱体は鐘幅■mで南に傾き鉱況が劣砺

北押の下限をなすものと推定する。
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　南押内では約50m追助される鉱体がある。その北端

部は母岩の暦理面に滑V・，その南鐘押20mの部分は、

FMO。Wの方向の断暦に沿うセ，『鑓幅約8血の膨犬部が

’あゆ，鉱体は緩傾斜となり300内外の傾きを示してV・

る。走向N70。E，傾斜4P。Wの断暦が走向N40？E

の断暦によつて切断される。前者の断暦はママガン鉱床

がつくられ筒前に出來左ものと推定され，その南の部分

は鉱依が切られず引続くも，鑓幅急に狭くなり，．傾斜が

　　　　　　　　　ゆ親鳩 酬蝉近では母岩の暦理面に瀧東に
60。傾V、ている。同引立に於ては鍾幅2cm以下となる。

　第：二中段の南北両押により鍾押される2鉱体は・第三三

中段の鉱体の下蔀叉ほ南延長部をなすもののようであ，

1
る
。

、大生坑の上部8、mの第一中段42mの間に2鉱脈が　’

あち。これは上盤粘板岩，下盤チャF一トを母岩としてV・

1る。北め鉱脈の南孚はNS，’北牛はMO。Eの方向に延！

びセ，E40σ～50。傾いている・その延長は22m・錘

幅o．1m以下で，北引立は酸化鉱になつて散り，南端は

粘土脈となり浩滅する。南の鉱賑は北の鉱脈の上盤側に

あつて．M碗の方向に走，り・E40。～50。に鰍てい

る。その延長は20m，錘幅最大0βn｝，李均02mで

診つ七，南引立に於て粘土脈になつて消滅している。非

の鉱脈より南の方が鉱況稽々優勢である。

　　　　　、7　’鉱石及び品位

　．郷を徽する主なマンガン鉱棚テフ・石・菱マン

ガン鉱，バラ輝石等で，’僅かに軟マンガン銭硬マンガ

γ鉱が見られる。脈石としては石英ザ多く・方解石の細

脈，小粒の黄鉄鉱が少量胚胎ナる。本鉱中ではテフロ石・

菱マンガン鉱の混合物を主体とする鉱右が多く・‘バラ輝

、石が少いから，マンガジ含有牽比較的高く，亭均40％

となつてV・る。特にテフロ石が30～40％も含まれる時

．は，マンガン含有牽が50％に蓬する4とがある。菱マ・

ンガン鉱のみを主体とする鉱石は割合少く・そ㊥時はバ

ラ輝石が多く力昼わり勝ちであるo

、別表に本鉱山の鉱石の分析の結果が示されている。

　　　コロ　Mn’Fer　SiO2　CO2．＋H20－H20
　％．％　一％　，％　％1　％
　姉1／α21，．602　2＆76　一　“
．．16．13．3．20－35飾　1402　一　一？・

　　　　　＼

　　　　　　　』56．42　　　　1．00　　　　　7．78　　　　1636

47；59　　　’0．38　　　15．81　　　　9．30

45．88　　　　1．14　　　　15．72　　　　10．60

4625　0．2！　10．20・22ゆ0

54．56戸0。50、一1a67　13・10．

3．361　10．08

3．44　　　0．60

1．70　　　0．14

　　ノコヤ2．40　　　0．10　『

地質調査所技術部化学課近藤・後藤両準官分析

　　　　　　　　　　　■　　　　　8．現　　況
調査当時の本鉱山の飛況は下記に示される。

（1）稼行鉱床2稼行坑道4・　．

　切弱数ヵ所（丙2ヵ所は探鉱專門）

　手掘　 副

（2）選鉱（手選）

癖』噛→捌馨難

〆 て・　瑚二1鞭

一3等鉱→畑嘱響

弄等鉱一Mn娼％以上SiO2手2型13躰

2等鉱一Mn4dん45％SiO21ε～22％，

3等鉱乙M阜33～35％　SiO225％以下

（3）特別設備簡易索道20位m

・（4騰者綴11
　　　し灘婦5、

（5）月産150t　　，『－

l　　l　　I　，．　　9． 結　　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　v

　／　　　　　　　　　　　　　　1

主要鉱床の下部は大生坑水準及びその第一中段によつ・

て探鉱済となつてv・るから，唯南の断層（Mo。wの走、一

向のもの）の西卿に切られた延長部を大生第水準の南押、

の西側に於て探鉱すべきものと考える。大生坑第一中段

の鉱脈中，北のものは現在以上に探鉱する必凄：はなく，

南のもの証部よ肝部の探鋤泌要さなV・舞思考す

る汎挙まり期待がかけられない。

（昭和24年12月）
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